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2018.9.1 広報よみたんと
平成31年度読谷村立幼稚園園児募集のあ`知らせ

平成31年度古堅幻稚園4歳児園児募集のあ`知らせ

読谷村立古堅幼稚園では、平成31年度から4歳児教育を開始します。

【願書の配布】

願書の配布は、平成30年 9月 21日 (金)～平成30年 10月 23日 (火 )までの間、古堅幼稚園で行

います。

【受付国時】平成30年 10月 24日 (水)～ 10月 26日 (金)14時～17時

【受付場所】古堅幼稚園

【入園対象園児]村内在住で、平成26年 4月 2日～平成27年 4月 1日生まれ

【募集定員と 1学級25名
ζ通園区域と 通園区域は、古堅小学校区とする。ただし、定員に満たない場合は、古堅南小学校区域も対象

とする。

〔提出書類】「読谷村立幼稚園入園願書」及び「施設型給付型・地域型給付費等支給認定申請書」

ξ入園通矢□】 入園が決定した園児の保護者へ、入園決定通知書を送付します。

こ保育料35歳児と同様の基準となります。

読谷村立幼稚園では、平成31年度新入園児の募集を下記の日程で行います。入園を希望する園児の保護者は、

「読谷村立幼稚園入園願書」と「施設型給付型・地i或型給付費等支給認定申請書」に隊要事項を記入し、下記日

時により受付をお願いします。

【願書の配布

'願書の配布は、平成30年 9月 2司 日 (金)～平成30年 10月 23日 (火)までの間、各幼稚園で行います。

※入園対象園児へは、募集通知を9月上匂までに発送致します。

「民聯イ寸目 R寺司

平成30年 10月 24日 (水)14時～17時

(住所により指定があります。下記参照)

【受付場所

'通
学区域の各幼稚園

〔入園文ご象園児〕村内在住で、平成25年 4月 2日～平成26年 4月 1日生まれ

〔受付 B寺間】

受 付 時 間
14時～15時 15時 30分～17時

渡慶次幼稚園 儀間、宇座、長浜 渡慶次、瀬名波、高志保

読 谷幼稚園 高志保、都屋、長浜 波平、上地、座喜味

喜 名幼稚園 座喜味、上地 喜名、伊良皆

古 堅幼稚園 大木、伊良皆、比謝 楚辺、都屋、座喜味

古堅南幼稚園 大湾、比謝、大木 古堅、渡具知、比謝石I
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平成 30年度 読谷村育英会賞費生募集について (秋季募集)

読谷村育英会では、国内大学等及び国外大学・短期大学入学後、経済的理由により、学業の継続が

困難な方へ、奨学資金を貸付する制度を設けています。

1.賞費人数・種別・賞費月額等
▼ 県内大学 。短大・専門学校 :lヶ月につき4万円
▼ 県外大学・短大・専門学校 :lヶ月につき5万円
▼ 国外大学(大学・短大):lヶ月につき5万円

▼ 募集人数 :若干名 ※申込多数の場合、選者により貸費生を決定します。

*貸費は司年 (貸費用額X司 2ヶ月)分です。
*新入学生に限り、県内8万円 。県外 司O万円・国外 司O万円の入学準備金を貸費することができ
ます。 (希望者は申請時に要申込)

*貸費とは、利息ア〕ヾ発生しない貸付 (学費の貸付)のことです。
*国内専PB学校については、修業年限2年以上で都道府県知事の認可を受けた学校に限ります。

2.応募資格
・本人又は保護者が本村に引き続き 12ヶ月以上住所を有する者
・学業。人物共 |こ優秀な者

・経済上の理由により、学業継続が困難な者
。他より育英資金の貸付等を受けていない者

・国内大学等の場合は、平成 30年 4月以降に入学又は在学している者
国外大学等の場合は、平成 SO年 5月～ 9月中に入学又は在学している者

3.学資の賞貴
・貸費金は無利子です。

・毎年度申請が閉要です。

4.提出書類
▼ 申請書 【指定様式】

▼ 住民票]誉本 【本籍地・続柄記載のもの。また、貸費を受ける者が村外へ住所を移している場合、
その者の住民票B誉本も添付すること】
▼ 在学証明書 【平成30年 9月 1日以降に発行したものに限る】
※新 司年生に限り合格通矢Dの写し可
▼ 成績証明書 【前学年のもの。新司年生は、最終学歴のもの】(開封厳禁)
▼ 課税証明書 【同一世帯全員のもの】(平成30年度分 (平成 29年分))

く い。

5.受付期間
平成 30年 9月 3日～平成 30年 9月 28日 封7時 15分まで (垂B送不可)
※

※

土・ 日・祝日を除く

募集要頃詳細については、教育総務課窓日配布又は読谷村ホームページに掲載しております。

L

*今回の募集対象は現在、国内外大学等に入学・在学している学生が対象です。
高校在学中の方は対象外ですので、ご注意ください。

お間い合わせ :読谷村教育委員会 教育総務課 (読谷村役場 1階)奮 982-9228
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県内初の取り組み ! 読谷村営農ぼ知―産地笑推進室を設置
曳由傷

読谷村役場こ」Aあきなわの職員が共同で農業振興 |こ取り組益「読谷村営農・

知産地笑推進室」が読谷村地域振興センター内 |こ設置され、 7月 13日 |こ看板掲

揚式が行われました。

この推進室は、役場こ」Aあきなわが別々|こ取り組んでいる業務の中から、共

通の目標 |こ向かっている業務を共同で取り組ぬことで、より大きな効果を生み

出すことを目的に県内で初めて設置されました。

役場農業推進課と」Aあきなわゆんた支店経済部の職員が、特色ある地功農業

の確立、担い手の育成、 6茨産業化推進等に取り組んでいきます。

⌒

7月 15日、都屋漁港にて第22回あさかなフエスタ (主催 :読

谷村漁業協同組合)が開催されました。

魚のつかみ取りをはじめ、た<さんのイベントが開催され、会場は多<の

人で賑わいました。

また、同組合青壮年部によって毎月第 3日 [醒日|こ行われる、うみんちゆみ

なこピク三ックも同時開催され、子どもたち|こエイヒレステーキ丼などが無

料で提供されました。

読谷村で春季キヤンプを実施しているサツカー」1のサガン鳥栖の招待で7

月27日～29日、村内のサッカーチーム5団体所属の小学生20人が佐賀県を訪れ、

サガン烏栖U-12と交流を行いました。合同練習やサガン鳥栖のホームゲーム

の前座試合への出場、試合観軌等を行いました。最終日は、サがン烏栖U-12

の皆こサッカーが上手<なるために必要なことをあ互い話し合い、読谷村や

烏栖市|こついて紹介し合いました。日と買体験できないことを体験することで、

子供たちの意識も高まり大変有意義な交流事業となりました。

.狛 ;

: hii

「知」恵を農し合い

モノを「産」みだし

「地」元が盛り上がり
「笑」顔あふれる地―域

を目指すトン !

第 22回おさかなフェスタ

サガン鳥栖 presentsI読谷村少年サッカー交流事業

`=●
.こⅢマ,,中
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平成30年 9月

事 選 挙
30日 (日 )

お間い合わせ :読谷村選挙管理委員会 a982-9227

期日前投票期間:9)司 i411(金 ),r9サJ29図 (|||)

投票場所:読谷村役場 1階 村民ホール

|こ十二オJ「,liIれ ||1作
'1‐

i::に 引1州L締註肯|'i嘲識:=il工 Jヽ市下竹ヽ十
'|二

II‐っ
総務省統計局 (沖縄県・読谷村)では、10月 1日現在で住宅・土地統計調査を実施します。
この調査 lよ、住民生活に関する最も基本的で重要な調査で、全国約 370万世帯の方々を対象とした大規模な

調査です。読谷村では、54調査区・約 11000世帯を対象とします。

今回の調査では、住宅数や国民の居住状況だけでな<、 ①「高齢化社会を支える居住環境」②「耐震性・

防火性等の住宅〕陛能水準の達成度」③「土地の利用状況」のほか、「空き家等対策の推進に関する特別措置法」

が施行されたこと |こより「空き家の実態」を把握することをねらいとしています。

調査期間中、続計調査員が調査書類を配布いたします。調査への回答は、インターネツトでの回答又は紙

の調査票での回答をあ願いします。

あ問い合わせ :読谷村役場 2階 企画政策課 情報政策係 奮982-9203
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平成27年 10月 1日から、過去 5年以内|こ納め忘れた国民年金保険料を納付することができる後

納制度が施行されました。

この制度は国民年金保険料の納付機会の拡大を図り、無年金・低年金を防止することを目的と

して、平成27年 10月 1日から平成30年 9月 30日までの3年間|こ限り、納め忘れた国民年金保険料

を納めることができる制度です。

後納制度が平成30年 9月30日 をもって終了することから、より多<の方に当該制度を周知し利
用を促進するため、後納可能な未納期間を有する全ての対象者|こあ矢□らせをあ送りしています。

※後納制度を利用する|こは申込が必要です。 申込み期限 :9月 28日 (金 )

あ問い合わせ :「年金加入者ダイヤル」 奮0570-003-004  コザ年金事務所 a933-2267

国民年金保険料「5年後納制度Jの終了について

読谷村より「平成30年 7月豪雨災害義援金」を贈ります
平成30年 7月の豪雨災害により、西日本を中心|こ人的‡皮害をはじめ、家屋の倒壊など甚大な被

害が発生しました。このたびの受害で孝皮災された方々を支援することを目的に、読谷村から

101000,000円 の義援金を送ることを第474回臨時議会 (7月 26日 )|こあいて決定いたしました。義

援金は日本赤十字社を通じて被焚された皆様

へあ届けいたします。

また、読谷村民泊協力会にあいては、平成

30年 5月 |こ 4多学旅行の教育民泊|こ訪れた岡山

県倉敷市の真備東中学校が甚大な被害を受け

たことを聞き、今年度予算から義援金として

500,000円 を送ることを決定いたしました。

被災地の皆さまの一日も早い復興をあ祈り

いたします。

石嶺村長より日本赤十字社沖縄県支部島田
事務局長へ義援金を託しました。

あ問い合わせ :平成30年 7月豪雨災害読谷村支援対策本部 (福祉課)奮 982-9209
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沖縄県支鴻ぼ

薦鍮奢鬱罐巖づく押斑藤援す怒セミナー

保健師、管理栄養師、運動才旨導主による講話や実技を学べます (昼食付)

日   時 :10月 5日 (金)10時～158寺
場   所 :ロイヤルホテル沖縄残波岬 プレンヤヌホール
対 象 者 :後期高齢者医療被保険証をあ持ちの方 先着50名
受 講 料 :無料 ※ 運動しやすい服装、タオル・筆記用具持参でご参加ください。
申込み期限 :9月 14日 (金 )

あ申し込み 。あ間い合わせ :沖縄県後期高齢者医療広域連合 全963-8013
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古堅小学校で人権教室開催 !

6月 26日 (火)。 6月 27日 (水)の両日|こ古堅小学校の全学年の生徒を対象に「人権教室」を開催し
ました。

学年ごと|こ人権擁護委員がそれぞれ講師 (1・ 4年生担当 :松田恵子委員、 2年生担当 :山内悦子委員、

3年生担当 :池原美枝子 委員、 5・ 6年生担当 :川崎盛徳 委員)となり、生徒にあった教材の紙芝居
やDVDを利用して、人権について分かりやすい言葉で説明を行いました。
紙芝居やDVDを見終わって、人権擁護委員が感想を求めた際|こは、多<の生徒たちが手を挙げ、そ
れぞれが感じた事を意見として述べていました。

そして、人権とは、生徒たちが授業を受けて感じた「みんな違いがあっても良いということ (個性)」 、

「人の嫌がることをしないこと」、「思いやりを持つこと」、「自分の命は大切なもの (つけがえのな

いもの)」 であるということを学び、人権の大切さを学習しました。

また、人権擁護委員からは、嫌な思いや辛い気持ちで困った時は、家族や先生、友達に相談して一人

で抱え込まないよう|こすること、「みんなは一人ではない」、「命を大切 |こ して<ださい」このあ話が
あり敲した。

しかし、誰にも相談出来ない時

は、「子どもの人権 110番 (電
話)や既に配布している子どもの
人権 SOS茎 ニレターで相談して
下さい。みなさんの相談は、人権

擁護委員がかならず返事を書きま

す。」こ0乎びかけました。

子ども達の人権相談〔夫

①子どもの人権 110番 【0120-007110】 ②インターネットでの相談 【httpi//wwwlinken golp】

筆孝手 ―=_

読谷保育P~肝の空調嵌修工事が完威 !
読谷保育所は、整備後15年が経過した建物で、経年劣化によ

る空調機器の故障がありました。この度、特定防衛施設周辺整

備調整交付金事業を活用し、平成29年 11月から平成30年 3月の

間で空調改修工事を行い、健全な保育環境を整えることができ

ました。

各保育室及び子育て支援センターの空調設備の改修のほかホ

ールヘの空調機器の設置を行ったことで「快適な環境の中、保

育も行事も行えるさ―」と職員―同喜んであり、園児たちの「超
～涼しい、超～気持ちいい～」この喜びの声が広がり、笑顔の

花が満開に咲いています。

あ間い合わせ :読谷村役場 1階 こども未来課 a982-9240

毬等 愚
~鬼

I・●

二章

持

読谷村家庭教育相談支援事業

「子育てゆんたく個別相談会」のお知らせ
毎日の子育ての中で困っている事、気 |こなる事、悩みや誰かに聞いてほしい事等」ヽありませんか。

相談員|こ話すことで心が軽<なり、楽し<子育て|こ向き合えるよう「子育てゆんた<個別相談会」を
開催します。子育て|こ関することは何でもあ気軽|こご相談・ご利用<ださい。
<相談会日程>
① 9月 20日 (本)  ② 10月 18日 (本)   ③ ll月 15日 (本 )
④ 12月 20日 (本) ⑤平成31年 1月 17日 (木) ⑥平成31年 2月 21日 (本 )
<時 間> 10B寺～12時又は14B寺～16B寺を選択
<場 所> 読谷村文化センターエ作室
<相談員> 家庭教育支援チーム
*予約制 :1日 1名 (申 し込みは各国2日前〆切)

あ申し込み。あ間い合わせ :読谷村教育委員会 生涯単習課 盆982-9231 Eメ ール info―gakusyu@yomにanlp
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第 1盈回 毘董建縫の平和健関する圏圃 a緯其司レタール

入鷲着口籐晶1展羅会のお知らせ

戦3と平和について者え、平和を尊ぶ心を育む目的で、「第11回 児童生徒の平和に関する図画・作文コン
クール」を実施いたしました。

今回は、村内の」ヽ中学校から図画1,564点、作文185点、合計1,749点と多くの応募がありました。
村内をはじめ、県内外の人′マに「平和のメッセージ」を発信する機会とし、入賞作品の展示会を開催いたします。

本村の児童生徒が描く「平和」を是非ご覧ください。多くの方のご来場をお待ちしております。

【日  時】10月 5日 (金)～21日 (日) 9時～18時 (入館は17時30分まで)
【場  所】世界遺産座喜味城跡ユンタンザミュージアム 2階企画展示準備室 (※展示会のみ入場無料)

※また、10月 1日より読谷村のホームページ内にある “バーチャル平不B資料館"でも入賞作品 (優秀賞以上)を
紹介するラ定ですので、是非ご覧くださしヽ。

入賞者 :作文の部 (中学生)

入 :作文の部 (小学生)

苫
員 入賞数 学校名 学年・クラス 氏名 作品名

読谷村長賞 1点 読谷 3-6
キシジョウ   ワカバ

金城 若葉 笑顔が平和を作り出す

読谷村多女育長賞 2点
読谷 3-6

マタヨン     カノシ

叉吉 柁音 瑚争について学心ヽこと

古堅 3-6
ヒ ガ     ミ ツキ

比嘉 美月 沖縄戦について

優秀賞 5点

読谷 3-3
ヒガ    ハナ

比嘉 花 平不□とは

古堅 3-5
イケハラ   レイナ

池原 怜那 二つのガマを通して

古堅 3-5 渓善 挙珠 私達が◆すべきこと

古堅 3-6 伊狩 善嵩翫 子どもが体験した沖縄瑚
古堅 3-2

ウチマ    ホノカ

内間 穂伽 県民で亡き方メマと願うこと

入選 5点 氏筈及び作品名省略

苔
員 入賞数 学校名 学年・クラス 氏名 作品名

読谷村長賞 1点 渡慶次 6-1
オオカワウチ     ツ ラ

大川内 颯来 「平和な世の中へ」

渡慶次 6-1

イ レイ    サ ラ

伊程 紗良 「平不□」の大切さ
2点

読谷

読谷村教育長賞
6-3

ンロマ     ノリ ヒサ

城間 紀向 沖縄から世界ヘ

渡慶次 4-1
シンガキ    ユ ア

新垣 結愛 もっと平不□な世界に

渡慶次 6-1 笑勃 拍教Ч 「平不□への思い」

渡慶次 6… 1
タジカ     タェ

多鹿 妙 「平和について」

読谷 6-3
タマヨ七     ア I

玉署 干季 平和の大切さ

優秀賞 5点

古堅南 4-3
タマンロ

玉朔 くらら 勃争はいやだ

入選 10点 氏名及び作品名省略



入営数 学桂名 学年 Pクラス 氏名 作品名賞

渡慶次 1-4
スエヨシ    カ ナ

末吉 楓菜 おはなばたけにいったよ読谷村長賞 1点

へいわつて大切だな渡慶次 2-1 金朔 咲太

古堅南 2-1
コムラ    リュウヤ

小村 琉 3小 ぼくのかぞく読谷村教育長賞 3点

喜名 6-3 雪腱 絶牝 守りたい物

渡慶次 1-1
キンジヨウ   ミ ミ ヨ

金以 美3小子 きゅうしょくいいな

2-5
オオタ     カ ホ

太田 夏帆 たのしいよ渡慶次

平和な自然渡慶次 5-2 習塾 ぶ乗
渡慶次 6-2

ダヨ  ク

興久
フウ方

風柁 全世界に平不□を

読谷 1-1
アラカキ   リョウ

新垣 稜 みんななかよし

読谷 2-1 魏 罹 ゲームは楽しいなぁ

読谷 6-3 バ色 跳筈 平和は、美しい !

読谷 6-3
テ′`ナ    カナサ

知柁 愛 みんなで平不日を願おう !

暴辻 ひまり いただきます古堅南 2-2

みんなのえがお古堅南 2-4
ギボ     シヅキ
儀保 汐月

古堅南 6-1 大朔 愛珠 平和な世界

古堅南 6-1
カ リン

夏鈴
テ知
ナ
名

トキ

時代をこえて

古堅 3-3
ウエテ   リョウ タ

上地 涼大 へいわだね

古堅 4-1

モエカ

萌香萌爆 芭界に平和を

古堅 6-1 だ正洲1 桑指坐 沖縄から平不□を発信

古堅 6-2 鮨 挽 差別で争いのない世界ヘ

1-1
ヒガ   スカイ
比嘉 澄海 おにごつこして、あそんだよ喜名

喜名 2-1

ヤマサワ   ハル キ

山沢 晴輝 みんなの,いがつながつた

喜名 6-3
ナカツネ

仲宗根 りん 平不□つて何 ?

優秀賞 20点

喜名 6-3 詔莞里 浜花 三線は、きれいな音

入選 30点 氏名及び作品名省巴各

o広報よみたんH30,9.1

:図画の部 小学生)

お間い合わせ :読谷村役場 3階 企画政策課 盗 982-9205
バーチャル平禾□餐測館 htto://heiwaと yomttan.io/4/3960.html
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岬 図書館だより 鰯
http://― ‖b yomitaniにら/｀ハ′ebOpac/webopac/index do
l載書検索アドレス
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絵本作家しろませいゆうさんの作品展が 7月 ¬9日
(木)～29日 (日 )まで、読み間かせ会が7月 22日
(日 )に行われました。作品展は 100名余りの方が来
場し、きれいな色づかいの原画に感動していました。
読み間かせ会では〒どもから大人まで約 40名が参加し
絵本作家ご本人による読み間かせに、参加者は物語を終
始楽しみ、間さ入つていました。

8月 3国 (金 )「心、るさと発見 !読谷を知ろう(講 ―

座)」 を開催しました。午前中は読谷村の歴史につ

いて講座を行い、年後は泉川ag長から詳しく説明を

受けながら、バスに乗つてフィールドワークヘ I屋

良朝苗生家跡、赤犬子、読谷村伝統工云センター、

◆年リニューアルオープンしたユンタンザミュー

ジアムなどを見学しました。参加者から「とても勉

強になつた」と大好評でした。

7月 27日 (金)一日図書館員
体験を行いました。参加者は図書

館のしくみや役割について学召

し、排架作業や書架整理、おはな

し会等を体験しました。

期 1鐵拶陸魏 心幾機鍵!:議鶏換奄期趨 :

()ホ |「|ltガ〔い,')ヾ
イ11つ てい1す II'(,

返却期限の過ぎた
図書資料は、お早め
に読谷村立図書館
へ返却をお願いし

ます。
Ψ

影
|

1 図書館に新 しく入 つた本を紹介 した 1新 苦木 リス ト|を図書館・ 各公民館・ 村内スー′{―・ コンピニ等で配布 しております。  |

=l i li t ill´
ケ

■ブックスタートおはなし会
集会室にて

呼ガU手隻讐
1号ξyJど騨

ロビデオ上映会 集会室にて
【児童向け】‐●

=I三
■!☆

=月
|IP8寺(走 )

・チップとデール  (幼 。小)

■おはなし会 おはなしのきB屋にて
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☆1月
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口
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講師 :山内 源徳氏
*おりがみを持つて来てね。
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醤 ゆう し 涙 電 踵 纏
読谷村立学校給食調理場
a982-8081

■1●

平成30年度学校給食ポスターコンクール表彰式が 7月 31日 に地域振興センター(大会議室)で行われました。

本コンクールは、食育の推進と学校給食への理解を深めることなどを目的として毎年行っています。

今年も村内小中学校から103点の応募があり、審査の結果、金賞 4点、銀賞12点、銅賞18点の合計34点の優

秀作品が選ばれ松田教育長より、表彰されました。そして、表彰式には多くの保護者の皆さんも出席し、記念

写真を撮るなど、受賞を祝いました。

また、地域振興センター応、れあいホールで行われた入賞作品展には、受賞者や家族の皆さんなど多くのご

来場がありました。

最後に、優秀作品の中から16点を選び、二学期から給食配送車に掲示していますので、是非ご覧ください。

学撲鯰密ポスタ‐コンタ‐ル表影式
,中祥一
ぎ響.祥r苧ギ

学 |

f~~…Ⅲ

!こと孟・五基 :
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釜曳芸を手す
「読谷村データヘルス計画」

役場には、いろいろな施策を進めるため多くの計画があります。そのひとつがデータヘルス計画です。全医療

保険者が計画を立て、人′マの健康長寿延伸と医療費適正化を推進していくことを目標に 6年間取り組みます。6
年後にはデータが改善したのか、村民の健康増進は図れたのか、数値等で評価します。

IT化による健康課題・保健事業の「見えるイヒ」と、全国同規模の自治体と簡単に比較ができる「比較化」。他
者としヒベてみる事で、私たちの村の特徴がよくわかるようになりました。

多くの診療報百如|データや健診データから読谷村の課題はどこなのかを村民の皆さんと共有し声dがら、健康課題
の解決に向けて取り組みたしヽと考えてしヽます。そして共に力を合わせて「健康長寿の村」を実切させましょう。

ゴ    読谷村の健康課題 (データからみた課題 )

ユ

①特定健診受診率が低い !(特に40～ 64歳 )
H25年 4■ .5。/o=⇒ H28年42.7% (目 標は60。/o)
②メタボが減らない !(県 37.7%で全国1位 )
ヨ籠宅1本寸 H25年 34.80/6=→ H28塗F35。4。/o
③医療費分析から、入院医療費の割合が高い。
普段は通院せず、いきなり重症化している(特に40～ 64歳 )
④人工透析に係る医療費の割合が高い。(村9.4% 国5,4%)
⑤人工透析のおよそ半数が糖尿病によるもの。
⑥治療中でも、コントロール不良が多い。(糖尿病 は 高血圧)
②介護2号認定(65歳未満)率が高い。原因の50%が脳血管疾患。

ヽ

ff

お知らせ① 9月 21日 (金)渡具知公民館での健診は公民館改装工事のため、場所■』曇公民館に変更します。

お知らせ③ 10月 30日 (火)親志公民館での住民健診 (お待たせしました。台風で延期していた健診です。

本寸データヘルス
計画は、ホーム
ページで内容
が閲覧できます

平成 30年から読谷村保健事業は、こう取り組みます !

1.受診率アップ 143%⇒46%⇒55%… 60%達成へ !

①かかりつけ医の検査データの活用 (トライアングル事業)の推進
健診未受診者で通院中の方、約¶,OOO人のデータ受領ができるようにl動きかけます。
12%ア ップI!
②医療本幾関への健診協力依頼
③健康学習・健康教育の強化 (健康実態を知ってもらう。→自治会・各種団体)
④未受診者個月」訪間の3強化 !

⑤健康づくりに取り組む方へ健康に役立つ支援を始めます。
(健診を受けたポイントに対して個人へのインセンティブ)

2.糖尿病等生活習慣病の重症化をラ防する取り組みを強化 !

④早めの治療で、重症化予防。自己中断しないようサポートします。

②治療が効果的になるためにも、食事等の生活習慣の見直しが跡要です。
医療機関と連携してサポートできるよう取組みます。

お間い合わせ :読谷村役場 1階 健康推進課 a982-9211



平成 30年度叙勲諄又章視賀会

2018.9,1 広報よみたん も〕

7月 24日、平成30年度叙勲受章祝賀会がロイヤルホテル沖縄残波岬で盛大に挙行されました。

本村で E夫、平成28年秋から平成30年春まで|こ 9筈の方々が教育、自治、住民の生活の安全を守るなど

公共の福祉向上のため |こ献身的 |こ活躍され、叙勲を受章されました。祝賀会では受章の記念 |こ、一人ひ

とり石嶺村長から花束こ記念品が手渡されました。

主催者挨拶で石嶺村長は、「受章されました皆様方は国民の模範となる優れたご功績を残されたこと

を不′Tlえられました。心よりあ祝い申し上|ずます。そのご功績は村民 |ことつても大きな喜びであることも

|こ誇りでもあります。その豊富な経験こ妖B識をもって今後の読谷村の発展のためなあ―層ご活躍される

ことをあ願い申し上げます」と式辞を述べました。

額 :妻|■
=羮
壼費

瑞宝学光章 (警察功労) 新垣 盛雄

瑞宝単光章 (警察功労) 我那覇 英則

瑞宝単光章 (警察功力) 菌員 嗣森
瑞宝単光章 (警察功労) 澤岨 政夫

瑞宝中綬章 (教育功ガ) (故)金朔 松栄
I満宝双光章 (教育功労) (故)伊波 清安
瑞宝双光章 (教育表彰) (故)興只田 清

瑞宝双光章 (教育表彰) (故)東江 則子
旭日単光章 (地方自治功労) (故)比嘉 蓄信

/―ザtとΞifJ二JCri」夢|う
前男聾豊塩1二豊運営 IF業
5団体に交付決定 !!

6月 |こ行われた第 1回ノーベル平不B賞を夢みる

村民基金運営委員会 |こあ |する審議の結果、 5件の
申請事業が決定され、 6月 28日 、石嶺村長から日il
成決定通知の交付を受けました。

この事業 |よ「自ら者え自ら行う地域づ<り」を

めざ Lノ、村民のユニー
ノフなアイデイア、発想に着

眼 Lノ、村罵の自主的な事業の計画・立案に対して

日

'l成

を行 っていこ夫サ。

浚回の運営委員会の開催は10月を予定しています。

|

! |■ ii ,F ●■ . I.`II ■1 1-

今回の助成決定事業

お間い合わせ :読谷村役場 3階 企画政策課 奮982-9205

団体筈 事業内容 ロノ勾成額

沖縄挙法空手道協会 伝統空手 国際演武大会 412,800円

横田地域倉」生プロジェクト実行委員会
横田地域倉」生プロジェクト

シンボルマークと唄と踊り制作事業
623,628円

チピチリガマ遺族会

読谷村渡慶次ウランマ

ツフトボール愛好会

被爆ピアノピースコンサート

i∩ チビチリガマ
読谷村渡慶次ウラシマソフトボール

愛好会 30周年記3誌発刊事業

550,OOO円

500,OOO円

楚辺自治会 第 17回新宿エイサーまつリヘ出場 1,OOO,OOO円
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利
の
森
球
場
を
会
場
に

， 男
３５
回
読
合
村
青
年
ニ
イ
サ
ー
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
っ

合
風
の
影
響
で
開
催
が
危
る
ま

れ
て
い
ま
し
た
が
　
各
責
年
会
の

勲
意
圧
応
え
る
よ
う
に
次
第
匠
雨

風
も
弱
ま
り
　
全

１３
の
青
年
会
が

各
地
効
よ
り
受
け
継
か
れ
了
．き
た

|▼

ざ

,

■。 1争 `ど 1 _

井

務占与!・♪∴,‐

―

了●

・‘

エ
イ
サ
‐
を
熱
演
し
ま
し
た
かャ

北
合
町
の
栄
□
区
蕎
年
会
と

る
チ
南
の
赤
響
区
蕎
年
会
の
ゲ

ト
出
演
も
あ
り
　
村
内
外
か
ら

千
人
以
上
の
来
場
者
が
訪
れ
ま

り
を
薬
し
み
き
し
た
．

′
１
「
工
▼

r・、_

肇 ギ `‐
F●

卸名
Jh



2018,9,1 広報よみたん古
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

代
表
盗
９
８
２
１
９
２
０
０

無
料
法
律
相
談
の
あ
知
ら
せ

生
活
環
境
課
　
全
９
８
２
１
９
２
１
４

無
糾
法
律
相
談
で
は
、
村
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
弁
護
主
や
司
法
書
主
∂

ら
相
談
内
容

（
一
般
法
律
相
談
、
多
重

債
務
相
談
、
登
記

・
相
続
関
係
相
談
な

ど
）
に
対
し
て
の
対
処
方
法
や
法
的
手

続
き
な
ど
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ヌ
が
受
け
ら
れ
ま
ヴ
。
相
談

内
容
に
関
す
る
秘
密
は
固
＜
守
ら
れ
ま
す
。

◆
弁
護
主
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

（毎
月
第
３
水
躍
日
）

相
談
日
時

い
９
月
１９
日
（水
）

‐３
時
３０
分
～
脩
時

場
　
　
所
中役
場
３
階

受
付
方
法

【
電
話
予
約
又
は
直
接
役
場

窓
□
で
の
予
約

相

談

枠

【先
着

１０
組

◆
司
法
書
土
に
よ
る
無
糾
法
律
相
談

（毎
月
第
１

・
２
水
躍
日
）

相

談

日

①̈
９
月

杷
日
（水
）

②

個
月
３
日
（水
）

時

　

間

一
１３
時
～

１６
時

場
　
　
所

一役
場
３
階

一受
付
方
法

電̈
話
予
約
ま
た
は
直
接
役
場

窓
□
で
の
予
約

相

談

枠
一先
着
６
組

行
政
相
談
の
あ
知
ら
せ

生
活
環
境
課

合
９
８
２
１
９
２
１
４

「
行
政
相
談
制
度
」
は
、
国
の
役
所

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
等
を
あ

受
け
し
て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
こ

と
も
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
役
立

て
る
も
の
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
総

務
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

が
相
談
を
あ
受
け
し
、
秘
密
は
固
＜
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時

中
９
月

１９
日

（水
）

‐４
時
～

１６
時

場
　
　
所

一
大
木
公
民
館

（行
政
相
談

は
各
公
民
館
を
巡
回
し
、
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
）

受
付
方
法

【相
談
場
所
に
て
当
日
受
付

相

談

員

【行
政
相
談
委
員

（村
出
身
）

人
権
困
り
ご
と
相
談
の
あ
知
ら
せ

生
活
環
境
課

奮
９
８
２
１
９
２
１
４

い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
、
差
別
な
ど
人
権
に

関
わ
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
内
の
も
め
ご

と
な
ど
あ
困
り
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
あ
気

軽
に
ご
相
談
に
な
れ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
法
務
大
臣
Ｅ
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員

（村
内
出
身
）
が
相
談
を
あ

受
け
し
、
秘
密
は
固
＜
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時

【
９
月

２７
日
（木
）
個
時
～

‐６
時

（
４２
時
～

棺
時
を
除
＜
）
　

相

談
場
所

中役
場
３
階
　
会
議
室

一受
付
方
法

中役
場
に
て
当
日
受
付

相

談

員

一人
権
擁
護
委
員

（村
出
身
）

消
費
生
活
相
談
の
あ
知
ら
せ

商
工
観
光
課

金
９
８
２
１
９
２
１
６

架
空
請
求
、
マ
ル
チ
商
法
、
訪
間
販

売
な
ど
消
費
者
問
題
は
非
常
に
多
岐
Ｅ

わ
た
り
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
あ
つ
し

い
な
と
感
じ
た
場
合
は
、
あ
気
軽
に
ご

相
談
＜
だ
さ
い
。

相

談

日

【毎
週
水
躍
日

時
　
　
間

一個
時
～

１６
時

（
杷
時
～

１３
時
除
＜
）

場
　
　
所

【読
谷
村
役
場
１
階
福
祉
課

前
相
談
室
Ｂ

一受
付
方
法

【相
談
場
所
に
て
当
日
受
付

＜
ら
し

・
仕
事
な
ん
で
も
相
談
会
の
あ

知
ら
せ

福
祉
課
　
　
ａ
９
８
２
１
９
２
０
９

就
職

。
生
活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
相
談
会
の
あ
知

ら
せ
で
す
。
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
、

住
ぬ
と
こ
ろ
が
無
い
な
ど
、
困
り
ご
と

を
ご
相
談
＜
だ
さ
い
。　
一
緒
に
老
え
、

解
決
へ
の
あ
手
伝
い
を
し
ま
す
。
（写

月
第
１

・
３
文
躍
日
）

相
談
日

①̈

９
月
偲
日

（火
）

②

ｌＯ
月
２
日

（火
）

時
　
間
一
個
時
～

１６
時

場
　
所
】役
場
―
階
福
祉
課
前
相
談
室
Ｂ

受
付
方
法

【電
話
予
約
又
は
直
接
役
場

福
祉
課
窓
ロ
ヘ
あ
越
し
＜
だ
さ
い
。

平
成

３０
年
度
　
下
水
道
の
日

イ
ベ
ン
ト

ｈ
イ
オ
ン
タ
ウ
ン

施
設
整
備
課

盆
９
８
２
１
９
２
２
１

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
読
谷
に
て
、
パ
ソ
フ

レ
ツ
ト
及
び
苗
木

・
バ
ガ
ヌ

（肥
料
）

の
無
料
配
布
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

一
９
月

杷
日

（水
）
１０
時
～

‐５
時
　
※
無
料
配
布
が
無
＜
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

場
　
所

一イ
オ
ツ
タ
ウ
ン
読
谷
ン
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ツ
タ
ー

（マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

入
□
付
近
）

国

・
県
等
か
ら
の
お
知
ら
せ

「第

２９
回

中
部
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

参
加
者
募
集

せ
ざ
る
を
得
ず
、
今
大
会
の
ハ

ラ
ソ
ン
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

】所
定
の
申
込
用
紙

事
項
を
記
入
し
参
加
料
を
添
え
て
あ
申

込
み
下
さ
い
。

一受
付
場
所

案
内
セ
ン
タ
ー
、
琉
球
銀
行
、

◆
庫
、
フ
ア
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
そ
の
他

参

加

料

一ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
人

小
人

‐
，
５００
円
、
フ
ア
ミ
リ
ー
親
子
の
部

３
‐
０００
円
申
込
期
間

中８
月
４
日

（土
）
～

９
月

９
日

（
日
）

※
受
付
場
所
に
よ
り
若

干
異
な
り
ま
す
。

【蒙
華
拍
選
会
】
加
選
で
ハ
ワ
イ
ベ
ア

旅
行
券

（
１
組
）
、
東
京
デ
ィ
ズ
二
十

ラ
ン
ド
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
訳
タ
プ
オ
プ

ャ
パ

ソ
ベ
ア
ご
招
待
券

（計
６
組
）
、

そ
の
他
中
部
特
産
品
が
当
た
る
！

【キ
ャ
ツ
プ
村
】
大
会
前
日

佃
月

２４
日

（土
）
～

佃
月

２５
日

（日
）
に
か
け
て
、

沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ツ

プ
場
が
キ
ャ
ツ
プ
村
と
な
り
、
宿
泊
で

き
キ
ヤ
ン
プ
料
理
を
楽
し
め
ま
す
。

読
谷
地
区
矯
正
震
の
あ
知
ら
せ

中
部
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ソ
大
会
事
務
局

ａ
９
３
２
１
５
１
１
５

大
会
期
日

伯

月

２５
日

（
日
）

開
催
場
所

【沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
補

助
競
技
場

種
　
　
目

拘
Ｋｍ
、
３
ｋｍ

（個
人
あ
よ

び
フ
ア
ミ
リ
ー
親
子
の
部
）
の
計
３
種
目

※
今
回
、
陸
上
競
技
場
の
改
修
工
事
Ｅ

よ
り
補
助
競
技
場
で
の
開
催
と
な
り
茨
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
安
全
面
上
人
数
を
制
限

沖
縄
刑
務
所

ａ
９
４
８
１
１
０
９
６

法
務
省
が
主
唱
す
る

「社
会
を
明
る

＜
す
る
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、
矯
正

施
設

（刑
務
所

。
少
年
院
等
）
の
業
務

や
運
営
状
況
を
紹
介
し
、
刑
務
所
作
業

製
品
の
展
示
や
販
売
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

中９
月

１５
日

（土
）
個
時
～

廼
頃

９
月
１６
日

（日
）
個
崎
～
１５
時

場
　
所

一読
谷
村
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー ［囀幹韓



④堅機鑢懇斜等

ありがこうございました
て
ん

て
ん
あ
し
ぴ

コ
ン
サ
ー
ト

馴

～
み
―
に
し
前
の
凪
長
浜
～

て
ん
て
ん
あ
し
び
実
行
委
員
会

奮
０
９
０
１
３
５
１
９
１
４
３
８
４

日
　
時

一１０
月
６
日

（土
）
１６
時
開
場

△
広
　
場

一長
浜
地
区
運
動
広
場
　
※
荒

天
時
中
止
。
雨
天
及
び
会
場
コ
ン
デ
ィ

ン
ョ
ン
不
良
の
際
は
読
谷
村
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

入
場
料

一前
売
券

２
，
０００
円

当
日
券

２
，
５００
円

高
校
生
以
下

５００
円
　
未
就
学
児
無
料

前
売
券
取
扱

一
（株
）
Ｆ
Ｍ
よ
み
た
ん
、

ア
イ
テ
イ
ク
読
谷
店

出
　
演

中で
い
ご
娘
、
河
□
恭
吾
、
護

得

久

栄

昇

、

Ｂ

Ａ

Ｎ

Ｊ

Ｏ

Ａ

Ｉ

、

は

た

が
さ
き

。
ふ
あ
み
り
い

。
ば
ん
ど
、
び

ゅ
―
て
い
ず
、
長
浜
子
ど
も
会
、
渡
慶

狽
子
ど
も
獅
子
舞
ク
ラ
ブ
、
Ｍ
Ｃ
　
比

嘉
美
由
紀

（敬
称
略
、
順
不
同
）

平
成

３０
年
度

「全
国

一
斉
！
法
務
局
休

日
相
談
所
」
開
設
の
あ
知
ら
せ

那
覇
地
方
法
務
局
総
務
課

盗
８
５
４
１
７
９
５
４

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法
書
土
、

土
地
家
屋
調
査
主
、
人
権
擁
護
委
員
が

無
料
で
相
談
を
あ
受
け
し
ま
す
。
相
談

の
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
固
＜
背
ら

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相
談
し
て
下

さ
い
。

日
　
　
時

個̈
月
７
日

（日
）
１３
時
か

ら

１６
時

３０
分
ま
で

場
　
　
所

一那
覇
市
第

一
地
方
合
同
庁

全
□　
１
階
共
用
大
会
議
室

（那
覇
市
樋

川

一
丁
目

１５
番

１５
号
）

相
談
内
容

一①
不
動
産

（土
地

。
建
物
）

登
記
、
相
続

（遺
言
）
、
土
地
の
境
界

ト
ラ
ブ
ル
、
商
業

（会
社

・
法
人
）

登
記
、
法
定
相
続
情
報
証
甥
制
度

②
戸
籍

（婚
姻
、
離
婚
、
養
子
縁
組
な

ど
）
、
帰
化
、
成
年
後
見

③
供
託

命
拠
【

家
賃
の
弁
済
供
託
な
ど
）

④
人
権
問
題

（
い
じ
め
、
体
罰
、
近
隣

こ
の
ト
ラ
ブ
ル
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
）

相
談
方
法

一面
談

（事
前
予
約
制
）

平
成

３‐
年
度
高
校
育
英
賞
与
奨
学
生
予

約
採
用

（中
学
８
年
生
対
象
）
の
募
集

に
つ
い
て

（公
財
）
沖
縄
県
国
際
交
流
人
材
育
成
財

団
　
　
　
　
　
奮
９
４
２
１
９
２
１
３

募
集
内
容

二半
成

３‐
年
４
月
に
昔
星
逮
す校
、

専
修
学
校
高
等
過
程
な
ど
に
進
学
を
予

定
し
て
い
る
中
学
校
３
年
生
を
対
象
と

す
る
奨
学
生
の
予
約
募
集

応
募
資
梧

い①
沖
縄
県
内
に
住
所
を
有

す
る
者
の
子
弟
　
②
中
単
校
３
年
生
で

平
成

３‐

年
４
月
に
高
等
単
校
、
専
修

学
校
高
等
過
程
な
ど
に
進
学
を
予
定
し

て
い
る
生
徒
　
※
①
及
び
②
の
条
件
を

消
た
す
者

申
込
ん
法

一出
願
書
類
を
中
学
校
か
ら

受
け
取
り
、
学
校
が
定
め
る
提
出
期
限

（あ
あ
ぬ
ね
９
月
下
匈
ご
ろ
）
ま
で
Ｅ

中
学
校
へ
提
出

あ
問
い
合
わ
せ
一在
学
し
て
い
る
学
校

の
奨
学
金
担
当
者

～読谷村育奥会への寄付～

◆一般寄付として

有限会社イラミナ電設様―一―伊良皆292番地 30万円

株式会社Hea‖y様 喜名458番地3         4万 円

～読谷村立学校建設基金への寄付～ 奮982-9228

有限会社たまてつ様―――――長浜1436番地 50万円

有限会社世名効様――――――嘉手納町屋良コ丁目3番地コ3__30万円
～スポーツ振興推進協議会への寄付～     金982-9231
◆一般寄付として

有限会社たまてつ様一――――長浜コ436番地

～地戦福祉振興基金への寄付～

50万円

◆香輿返しとして

新 効 豆 子様(故 :8召彦様)一― 字波平 40万円

5万円太 効   春様(故 !盛喜様)一― 字高志保
～社会福祉協議会への寄付～         奮958‐ 2939
◆一般寄付として

有限会社イラミナ電設様 ―― 伊良皆292番地        30万 円
◆香典返しとして

新 城 夏 子様(故 :昭彦様)一― 字波平

金 982‐ 9228

a982-9209   :

宮 平 禾l 恵様(故 :昌治様)一― 字高志保
真栄田 君 子様(故 :末広様)一― 字座喜味
与 儀 正 一様(故 :光男様)一― 字波平

7月 12日 、有限会社たまてつよ

り読谷村立学校建設基金とスポ
ーツ推進協議会へ寄付がありま
した。御厚志に感謝します。

ニライ消防本部

敷急出場晟ぴ火災]泰費動斃ど空伸数

▼敷急出場件数 (平成30年 7月中)

▼7月 火災発生件数   1件
▼7月 一般救助発生件数 2件
▼7月 風水害発生件数  5件

嘉手納警察尋

管荊1こ盛t戎る掃ll議絶認麹僻敷

▼(平成30年 7月末現在)

～「子どもの安全lは地域剣米側暁め目で)～
○深夜はいかいしている子どもへの声力Wナ
O地域で見かけない不審者へ声かけ(あいさつ)
○大人の関心が「子ども見守り活動」につながります
O～しながらの見守り,音動lttl:貫 tヽ1勿しながら、庭の手入れをしながら)
子どもの安全を守るために、みなさんの見守り活動のご協力をお願いし
ます。
不審な人を見力Wナ澤身釣よ、嘉手納警察署(a95M1110)まで通報下さい。

5万円

5万円

3万円

3万円

れ
＝
■
■
＝

ゆ
ちゅらさん運動

推進中 !

項 目
平成30年 平成29年 増 減

(7月末) (7月末) (件数)

凶悪犯(殺人、強盗等) 0 1
-1

粗暴犯(暴行、傷害等〕 7 41 -4

窃盗犯 72 -24

15 17 -2

0 9 -9

15 11 4

42 -17

知宮財E(詐欺、横領等〕 12 6 6

風俗犯(強制わいせつ等Ⅲ 0 0 0

その他鰐物損壊、住居慢λ単I 3

全刑法犯(累計) 112 132 -20

種別
読谷村 嘉手納町北谷町

火  災 0 0 0

自然災害 0 0 0

水  難 0 0 0

交  通 5 2 12

労  災 2 0 3

運動競技 4 4 2

一般負傷 34 7 18

加  害 1 0 1

自損行為 4 0 0

急  病 121 40 106

転  院 13 1 4

その他 0 0 0

不搬送 22 16 17

月  計 203 160

平成30年累計 1222 468 1011
FMよ みたんで、嘉手納警察署の
広報番組を放送中 !

毎週水曜日 14時 ～
「安心安全ゆいラジオ pan 2」

パーソナリティ :嘉手納警察署職員
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民俗云能祭は村内各地域で先人つら受け継いだ伝統芸能を後世へ継承し、多<の村民の方 |こ鑑賞する機

会をつ<ることを目的|こ隔年開催しています。今年度l」i9回目の開催となり第 1部胎動lよ子ども達の演舞、

第 2部躍動は大人の熟練した演舞が披露されます。
ダゴ<の皆様のご来場あ該ちしてあります。

日 時 :平成 30年 10月 6日 (土) 開演 :18時

場 所 :読谷村文化センターふれあい広場 ※雨天時は鳳ホール

第 9口 抗谷村民体芸能各

覺韓生ゴⅢ
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轟 鞭鍮趨孵越温醒プ選1風繊ギ謬嘲紗鯵綴鐵葵繁魃珍柳冒

第単回読谷まつりで行われる、第15回ブユニアフエヌテイバルの出場者

及びボランテイアヌタツフを下記のこあり募集いたします。

ジユニアフエヌテイバルの司会進行をしてみたい方、ステープで披露で

きる出し物がある方、ステープの裏方として照明や音響機器の操作をして

みたい方、準備から運営、片付けまでを通してイベント全てを体験してみ

たい方など、若者たちの力を合わせて読谷まつりを盛り上げていきましよう !

興味のある方のご応募をあ待ちしています。

プュニアフエステイパル

日  時 :平成30年10月 27日 (土)～28日 (日 )17時～20時
場  所 :読谷まつリサブステープ
募集対象①プユニアフエヌテイバル出演者

②プユニアフエステイバル司会 (1～ 2組 )

③プユニアフエステイバル舞台の壁画制作

④ボランテイアヌタツフ (音響や照明、進行管理、準備片付|す等)

いずれも読谷村に在住、在校または在職している10代～20代

※①～③については応募者多数の場合は選者になります。

応募方法 :読谷村文化センター|こある申込用紙に記入して提出

申込締切 :平成30年 9月 28日 (金)17時

あ問い合わせ :読谷村文イヒセンター a982-9292 ※火]醒日休館日

口
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41,432(… 17)

20,504(-6)
20,923(-11)

〔23〕 転入 〔118〕

〔28〕 転出 〔130〕

46,275 (-2)
外国人登録者数

人口 :630 世帯 :464

( )内 は前月比

飛 鳳
説本構

読谷対は

飛び立たんとする 凩

Aわ たる凸と川

花尭でな争る珊期の浄

むらのヤ共部は

入牛い堂機上む

義禍未り越え

賛全栞

未永 (千オ,と え4とすむ

読谷村公式ホームページ

http:〃wWW胡‖yOmitan okinawa ip/
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